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はじめに1
「国土技術開発賞」は、建設分野における研究開発意欲の高

揚と建設技術水準の向上を図ることを目的として、建設分野に
おける優れた新技術を国土交通大臣が表彰している。最優秀賞
( 国土交通大臣賞 )、優秀賞 ( 同 ) に選ばれた技術は「ものづく
り日本大賞」の内閣総理大臣賞の候補として国土交通省が設置
する選考有識者会議へ推薦される。

また、中小建設業者、専門工事業者等の創意工夫やアイデア
にあふれる技術を特別賞「創意開発技術賞 ( 国土交通大臣賞 )」
として表彰している。

第 24回国土技術開発賞の概要２
2.1 応募技術の対象

住宅・社会資本整備もしくは国土管理に係わる、調査・計測
手法、計画・設計手法、施工技術、施工システム、維持管理手
法（点検・診断技術、モニタリング技術を含む）、材料・製品、
機械・設備、電気・通信、伝統技術の応用などの広範に亘る技
術で、概ね近年５年以内に技術開発された新技術で、かつ既に
実用に供された新技術が、応募技術の対象である。

2.2 応募資格等
(1) 応募者

応募者は、応募技術の開発を直接かつ中心となって実施し、
かつ開発された技術に対して責任をとれる者（個人＊ 1、民間法
人、行政機関等）としている。応募者が複数となる場合は、原
則 2 者までとしている。
(2) 技術開発者

技術開発者は、応募技術の開発に、特に技術的に重要な役割
を担った担当者としている。

技術開発者は、応募技術の開発に直接かつ中心となって携
わった者の内、 “ 特に技術的に重要な役割”を担った担当者と
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し、技術開発者が複数になる場合は、1 団体２名まで、かつ１
応募技術あたり原則３名までとしている。
(3) 共同開発者

共同開発者は、応募技術の開発に関し、応募者とはならない
までも、技術的に重要な役割を持って参画を行った者（個人＊ 1、
民間法人、行政機関等）としている。 

＊1「個人」とは大学等＊2の学識経験者等を指す
＊2「大学等」とは、大学、大学院、工業高等専門学校を指す

2.3 募集期間
令和３年１０月１３日 ( 水 ) ～令和４年１月１３日 ( 木 )

2.4 応募技術の状況
第 24 回国土技術開発賞は 37 件の応募があり、第 22 回か

ら続けて 40 件程度の応募をいただいている。これは、後援、
協賛をはじめ関係団体と共に取り組んできた様々な広報活動の
成果が現れてきたものと考えている。

適用分野別では、例年と同様に道路分野、河川分野が１位、
２位を占め、それに港湾分野、建築分野が続いている。技術区
分別では、今回も施工技術の応募が最も多かったが、維持管理、
材料 ･ 製品、機械・設備、ソフトウエアなど、多様な区分から
の応募があった。

2.5 選考方法
第 24 回国土技術開発賞選考委員会により、厳正かつ公正に

選考された。選考委員会のメンバーは以下の通りである。
委員長  池淵周一  京都大学 名誉教授
委　員  三木千壽  東京都市大学 学長
　〃　  和田　章  東京工業大学 名誉教授
　〃　  吉岡幹夫  国土交通省 技監
　〃　  加藤雅啓  国土交通省大臣官房技術総括審議官
　〃　  廣瀬昌由  国土交通省大臣官房技術審議官
　〃　  木村嘉富  国土交通省国土技術政策総合研究所長
　〃　  飛田幹男  国土交通省国土地理院長
　〃　  藤田光一  国立研究開発法人土木研究所理事長
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　〃　  澤地孝男  国立研究開発法人建築研究所理事長
　〃　  髙野誠紀  国立研究開発法人海上・港湾・航空技術
　　　  　　　　  研究所港湾空港技術研究所所長
　〃　  甲村謙友 ( 一財 ) 国土技術研究センター理事長
　〃　  宮﨑祥一 ( 一財 ) 沿岸技術研究センター理事長

2.6 選考結果
表１に示す８件の技術が選考され、第 24 回の受賞技術概要

等は https://www.jice.or.jp/ に掲載している｡
また、雑誌「建設マネジメント技術 ( 一財 ) 経済調査会」へ

受賞技術の詳細の掲載と同電子情報の JICE HP へのアップを、
例年通り同誌発行の令和４年 12 月号から連載で予定している。

表 1　第 24回国土技術開発賞　受賞技術一覧

2.7 第 24 回国土技術開発賞 表彰式
第 24 回国土技術開発賞の表彰式は、令和４年８月３日に東

京国際フォーラムにおいて、新型コロナウイルスの渦中のな
か、できる限りの対策と開催規模を縮小して、斉藤鉄夫国土交
通大臣のご臨席を賜り、厳粛かつ終始和やかな雰囲気で執り行
われた。（写真１）

写真１　来賓挨拶（斉藤鉄夫　国土交通大臣）

最優秀賞、優秀賞及び創意開発技術賞については斉藤鉄夫国
土交通大臣より表彰状と副賞が（写真２）、入賞については池
淵周一選考委員会委員長より表彰状と副賞が、それぞれ授与さ
れた。

2.8 第 24 回国土技術開発賞 受賞技術紹介
＜第 24回最優秀賞＞
（技  術  名 )　遮水性盛土の総合的な品質管理法
（副　　題 )　最新の技術知見とＩＣＴ を融合した新たな品質管理
（受  賞  者 )    ( 独 ) 水資源機構 / 鹿島建設 ( 株 ) 
（受賞概要 )　 本技術は遮水性盛土において、締固めエネルギ
　　　　　　ーの増加と飽和度を考慮して締固めの管理基準を
　　　　　　改善するとともに、振動ローラの加速度応答法か
　　　　　　ら得られる地盤剛性指標により、遮水性盛土を面
　　　　　　的に全量管理する技術を開発したものである。
　　　　　　　遮水性盛土の品質確保と施工効率の向上に優れ
　　　　　　た新技術である。
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～遮水性盛土の総合的な品質管理法～
最新の技術知見とＩＣＴを融合した新たな品質管理
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更に以下を統合
・含水比、粒度の全量管理
・管理データのリアルタイム監視

図１　遮水性盛土の総合的な品質管理法　技術概要図

おわりに3
住宅・社会資本に係わる各分野の新技術は新たな国土の創造

を下支えするものであり、今後とも積極的な技術開発の推進は
不可欠である。今回受賞した技術は、国土に働きかけて国土か
ら恵みを受け取るために、そして次世代へ力強く美しい国土を
残すために、幅広く社会に活用されるものと確信している。

JICE としては、優れた新技術の活用促進等に向けた情報提
供を行って、建設産業における技術開発の重要性を広く国民に
ご理解いただく努力を、引き続き行ってまいりたいと考えてい
る。

写真２　最優秀賞表彰（斉藤鉄夫国土交通大臣）


